
第3章 も し、ハ イ パ ー ネ ッ トワ ー ク社 会 が実 現 す れ ば…

お り、海外 での若 い世代 の人脈 が多 いこ とか ら、何 とか この人脈 を利川 した事業

展 開が出来 ないか を考 えてい る。具体 的には商 品開発 中の東洋思想 を:重視 した教

育 ソフ トの海外 普及 である。 さ らに現在 国際情報研 究会 に所属 し、国際情報ハ イ

ウェイ と情報 ネ ッ トワー クの構 築 とか、国際的 な情 報 コラボ レー シ ョン戦略 につ

いて研究 を進 めてお り、 トライアル的 に…部実施 している。

世界の顧客 のニーズ に呼 応す るソ リュー シ ョンの提 供 を行 える国際的 な情報 ネ

ッ トワーク を通 じた プロセス を研 究 し、実用化 す るこ とは今後 、益 々の必 要 とな

って くるのではないか と考え る。

以上記述 して きた現時点で の私 の生活 パ ター ンを支援 す る情 報 シス テムは大 学

では教 育LAN,研 究で は編集機 能内蔵 のWS,オ フィスで は各種OA機 器 と通

信機器,経 営で はCIM,家 庭で はWPとPCな どであ る。

2001年 、私 が65才,妻 が62才 の世間一・一般 では引退期 に当た る。 しか し

生涯青春 のキー ワー ドを目標 に してい る我が家で は、夫婦共未だ発展 途 ヒである。

情 報通信 について はネ ッ トワー クの デジ タル化 が ピー クに達 し、高 速 ・広帯域

ネッ トワークへの発展 お よび インテ リジ ェン トネ ッ トワー ク化 の発展 が見 られ る

よ うに な る。従 って ビジ ネス中心 の光 フ ァイバ ーが全 国の家庭 に浸 透 し始 め る。

これ らのシス テムを率 先 して使用す るこ とに よ り、私 の仕事 の展 開や家庭 生活 も

一段 と様 変わ りす る。仕 事の場 も日本 全 国か ら世界 の主要都 市にまで拡大 され た。

国内外 の移動 の 中で、 インテ リジ ェン トハ イパー ネ ッ トワーク利 用 に よる意思決

定 を行 ってお り、 時間軸 を中心 に した価 値 あ る業務 の優 先順位が リアル タイムに

行 える ように なった。 これに よ り、少数精鋭 の人員 で世界規模の仕事 が展 開 して

いる。 具体 的 には代 行応答,情 報蓄積,検 索 支援,ス ケ ジュール管理 を行 う電子

秘書 が業務 の進捗 を支援 して くれ る。業務 の範 囲 も各分野 の人材 をグル ー プにネ

ッ トワー ク化 した こ とに よ り、約100の 種 類 に もなってい る。我が グルー プは

それぞ れの専 門家が趣味 と しているこ とを事業化 しなが ら、 インテ リジェ ン トネ

ッ トワークを構 築 して きたため に業務 の種類 も累積 的に増 加 した。 これ らの経営

戦略手法 は私 の開発 した 「増殖循 環型共感統合 発想 シス テム」 を活用 した もので

あ る。

「共感統合発想」 とは異 質な情 報 ・人 ・物 を目的に応 じて臨機応変 に統合 させ る
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ことに よ り、並列 的分散思 考 と集約統合的思考 を効率的 に組み合 わせ て展 開す る

情 報創造 手法 であ り、 「増殖循 環型共感統合発想 シス テム」 は、 「共感統合発想 方

法」 をさらに進化 させ た もので、 データフ ァイル活用 に よ り現実情報 、類似 情報、

異 質情 報 を順次統合化 してい く過程で 「知恵」 を増殖 してい く循環型 ルー プを描

く。これ によ り他 の追随 を許 さぬ飛躍 したアイデ アを生 み出す こ とがで きる。1

00種 類 の業務 の うちの メイ ン事業 は 「ハ イパ ー ・ソ リュー シ ョン事業」 であ り、

内容 と して 「情報創 造支援 コン ピュータ」 の販売 ・サ ー ビス、個人 向け教 育 キッ

トの販売 ・サ ー ビス事業、企 業な らびに個人向 け研修 ・コンサル タン ト事 業 に区

分 される。 これ らの事業の研修 のため に、伊豆高原 に温泉付 きの城 ヶ崎 海岸 の激

しい波 しぶ きを…望 で きる研修所 を設立 した。 この研修 の場 を通 じてユ ーザーの

確保 と代理 店、 セールスマ ン、サー ビスマ ン、 コ ンサル タ ン トの育成が計 画的 に

行 われている。企業 グルー プ全体 の売上 は約100億 円 であ り10%以1.1の 利益

確保 がで きて いる。 大学の授 業 も教師、生徒、地域 の双方 向 コミュニ ケーシ ョン

をベ ースに したマル チ メデ ィアネ ッ トワー クに よる地域 密着 参画授 業が軌 道 にの

るようにな った。

経営 コンサル タン トのツ ール と して開発 ・進化 させ て きた リエ ンジニ ア リング

手法 は、 グローバル な視 点で改 良 して きた結果、 よ り充実化 された。す なわ ちあ

らゆる企業 の国内外 の生産 管理 か ら物流 、販 売、財務 、会計 、経営支援 まで、共

通 データベ ース を介 して相 互 関連 づけなが ら リエ ンジニ ア リングす る手法 であ り、

各 国の文化 に合 わせ た国際的な即時データ処理 を可能 に してい る。

オ フィスや 家庭 で は視覚情 報 として映像 通信 を常時活 用 してい る。例 えば、立

体 映像会議 や立体 映像伝 達 に より臨場感 の高度 化 はかれ る ようになった。 これ に

よ り、各事業拠 点間 の情報 コ ラボ レーシ ョンもよ り効 果的 に行 われ る。家庭 で も

秘 境や極地 の立体 映像 を見 れ る ようにな ったため 、社交 の場所 と して家庭 が位 置

づけ られ ている。 この家庭 用映像 システムは時 に電子美 術館 や電子図書館 、 ファ

ッシ ョン情報 な どが選択 で きるため、定期 的に地域 の人 たち を集め ての美術 や文

化 な どの教 養教室 と もなる。又我 が家 では映像 シ ョッピング、遠隔看視 、医療 検

診 な どの映像通信 を必要 に応 じて使用 してい る。

趣味 と して の謡 曲 も全国 的 な会員組織化 が完成 した。 この会員 組織 で は単 に謡

曲 を楽 しむ だ けでな く、高 齢者 向 けにや さ し く解説 したス トー リー や能 の舞 台、
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節譜解説 、古語の意 味、 ス トー リーに関連 した名所 旧跡 な どを電子 映像 で勉強す

るこ とが できる。

伊 豆高原の研 修所 の一一'角には小 規模 なが ら能 楽堂がつ くられ、定期発表や 能舞

台の鑑賞が で きる よ うにな り、観光客 を対象 に した 「温泉 と能鑑賞 ツアー」事 業

も実施 され、好 評 を博 してい る。 又謡 曲の音節 を自動 プ ログラ ミングす るソ フ ト

も完成 され、 日本 以外 に も世界 的 に有名 な歴 史物語 を謡 曲 として作 詩,作 曲 した

上、尺八,琴,ギ ターな どの能 とは全 く異質 な分野 の奏者 と共演 す る試 み も成功

し、新 たな ジャンルの芸 術 を完成 させた。 この新謡 曲 は立体映像 と して海外 に も

紹介 され、注 目をあ びつつあ る。

孫 も合計 で4人 とな り、一'番上が10才,… 番下が3才 であ る。孫相 手の"遊

び"も 以前 と して続 い てい るが 、最近で はそ の ノ ウハ ウ もデー タベ ース化 され 、

幼児 の主体性 と創造性 を伸 ばす ための遊 具 も工夫 を凝 ら した もの となって きた。

例 えば大 きな紙 に思 いつ くままの絵 をかかせ る と、ただ ちに"お 遊びCAD"に

よ り立体画 像化 され ると同時 に、動画 と して映像化 され る とか、立体 画像 デー タ

を"モ デ リングCAM"に イ ンプ ッ トす る と幼児 の イメージ通 りの木製 の造形 が

つ くられ る。3才 の孫 は この遊 具 に夢 中で、奇 抜 な抽象 的造形 を創作 して い る。

"遊 び"に 関す るデ ータベ ースや幼児用"お 遊 びCAD/モ デ リングCAM"な ど

は妻の幼児教 育事 業 に も活 か されている。 一番 上 の10才 の孫 も、3才 か らの創

造教育 の影響 によ り、最 近で はVRを 使 っての シ ミュ レー シ ョンゲーム とかエデ

ィテ ィング ・マ シ ンを使 ってハ イ ビジ ョン劇画 の編 集 に夢 中であ る。 シ ミュ レー

シ ョンゲームで は、宇宙旅行 の ア ドベ ンチ ャー映像 をつ くった り、エデ ィテ ィン

グ ・マシ ンによ りデ ジタル加 工 され た映像 ソ フ トに自分 の撮 影 した映像 をデ ジタ

ル加 工 した上 、組合 せ る。 さらにこれにデー タベー ス化 され たサ ウ ン ドを加 えて

ユニー クな劇 画 をつ くった りす る。2001年 の私 の ライフスタイルは完全 にマ

ルチ ・ハ ビテー シ ョンス タイルである。 ウィークデー は都心部 の コンピュー タ制

.御 の オー トメー シ ョン化 され たサテ ライ トオ フィス兼用の家 に住 み、 ウィー クエ

ン ドは好 きな時 に温泉 に入 れる伊 豆の家 に住 む。 また海外 の複 数の リゾー ト地 に、

長期休 暇時使 用可 能な リゾー トピアの オーナー契約 を結 び、家族 と時折利 用 して

い る。都 心部の オー トメーシ ョンハ ウスでは インテ リジ ェン トネ ッ トワー クの機

能 をもつマル チ メデ ィアの利 用 に より、 サテ ライ トオ フィス としての業務 の質 が
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一・層 向上 して きた。

サ テ ライ トオ フ ィス の主 要業務 は、 ビジネス ・イ ンテ リジ ェ ン ト&パ ー ソナ

ル ・インテ リジェ ン トサー ビス事業 や、 リエ ンジニア リング コンサル ダン ト事業 、

それ にパ ワー ロジイ コンサ ル タン ト事 業であ る。パ ワー ロジイ とは人 間力 向 ヒの

ための プロセス を体系化 した ものであ る。具体 的 には、10側 面(精 神 面、健康

面 、教養面 、経 済面 、社会生活面、家庭 生活 面、 国際面、情報 面、 ヒューマ ンス

キ ル面、 環境 面)に つ いて 自己の問題 点 を分析 す る。 そ して潜在 能力 を発見 し、

活 用 す るこ とで、10側 面 の全 てに ついて質 の高 い行動 目標 をた て、実施 す る。

またサ テ ライ トオ ィスは約100種 類 のネ ッ トワーク事 業経営者(中 には学生 や

主婦 の経営者 もいる。)へ の経営支援 と世代 や事業規模 、事業 内容 を越 えた問題点

の共有化 とコラボ レーシ ョンが行 われ、各事業経 営者 の活性化 や知 恵 の創造 につ

なが っている。都心 のサテ ライ トオ フィスは都 心 での職住 近接 を目指 した もので

あ り、"住"部 分 はホテル化 した生活空 間を形成す る。す なわ ら、ホ テル同様 の掃

除、洗濯、食事 、ベ ッ ドメー キングな どのルームサ ー ビス とか育児 サ ービスが受

け られる。

又 この ような都心 サ テ ライ トオ フィスが全 国に広 が る よう、地域 の行政 に も働

きかけ る。友人 た ち との交友 関係 や趣味 について は従来 と同様 であ る。但 し趣味

の謡 曲は一芸30年 の域 を出て、セ ミプロの レベル までにな って きた し新作謡 曲

の チ ャリティ発 表会の機会 も増 え、戦禍 と飢餓 に依然 と して苦 しむ人 々や、災害

援助 に多少 とも役立 て られる ようになった。

日本 の政治 との関わ りにつ いては直接的 には関与 しないが、政治 家育成 プログ

ラムづ く りを進 め てい る。 例 えば模 範 とす べ き歴 史 上 の人物 の倫 理観 とか行動 、

成 功 または失敗 した国政の ケースス タデ ィに関す る文献情 報 な どをも とに、デー

タベ ース化 は完成 し、CDロ ム プログラム も編集 済み であ る。 このCDロ ム プロ

グラム の活用 に よる政治家育成研修 も具体化 した。 しか し2001年 にお ける政

治 に関係す る倫 理的 問題点 は依然 と して未解決 であ る。 この原因 の1つ は政 治家

個 人の問題 や制度的 な問題以前 に、政治家 を選ぶ 国民一'人…一人の側 に も問題 があ

る。国民一人 一人が 自分 だ けではな く他 の人の 立場 に もな り、如何 に生 きるか考

えるべ きであ る。 この ような人 間の内的な倫 理面の課 題 は未解 決で あ る。我 が社

ではこの点 に も大 い に関心 を持 ち、「情報禅」な るCDソ フ トを完成 させ た。 この
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「情 報禅」 は哲 学、宗教 、歴 史、科学、文学 な どの分野 か ら収 集 した人生訓 を重 要

な キー ワー ドと してデー タベー ス化 し、ハ イパ ー ヒューマ ンネ ッ トワー クを通 じ

提供す る ようにす る。 このキー ワー ドの意味 内容 を参照 とす ることで、 自分 の価

値観 を決 め られ る。 さらにCRT画 面 上 の質 問項 目に答 えてい くと、各人 の生 涯

を通 じて取 り組 むべ き精神 的課題 すな わち神 道修行 時 の課題 であ る 「公 案」 が 自

動的 に記 述 され て表示 され る。例 えば 「一一切 に打 ち勝 ち、一切 を知 る者 となる。」

とい うキー ワー ドに共感 し、 自 らの価 値観 と して決め る と、CRT画 面Lの 質問

項 目に よ り、身 をつつ しむ欲制 生活の レベ ルな どが 自動 的 に評価 され、生涯 を通

じて思考すべ き 「公案」課題 が事例 と してアウ トプ ッ トされる。 「公案」課題例 と

しては、 「自分 の指一本 に世界 の大海 を集め るこ と」 な どの課題 がアウ トプ ッ トさ

れ る。 この課題 に関 し、 日々考 え、行動 してい く中で 回答 を見 出 し端末機 にイ ン

プッ トす るこ とに よ り、ハ イパ ー ヒューマ ンネ ッ トワークを介 して、人生道 にお

ける師 ともいえる方が たか らの ア ドバ イスが適 時に複 数,回 答 され る。情報禅 は

あ くまで もこの シス テム を利 用す る本 人の意思 で人生 の課題 をつ くり、示 され る

複数 の回答 をヒン トに 自らの価 値観 で行動 目標 を決め てい くものであ る。 この行

動 目標 の達成 に向 けてチ ャ レンジす る過程 で洞 察力 も養われ てい く。 この シス テ

ムでは信 頼すべ き方がた との対 話 は全 てCRT画 面 を通 じて行 われるため、強制

とか感 情の入 り込 み とか が無 い。又情報 通信 の プロセス は公 開 されない ため、個

人の守秘事項 は順守 される。

2010年 、私 が74年 、妻が71才 の世 間一般 の高齢者 に当た る。 しか しイ

ス ラエ ルの民 をエ ジプ トの地 か ら救い出 したモーゼの活動 年齢 は80才 か ら12

0才 の時 であ り、私 に生 涯の使命 が与 え られ るの は未 だ先の事 か も しれ ない。 そ

れまでは今 までの私 及び家族 自身のたてた行動 目標 に従 って人生 を歩 むほかない。

しか し我 が家同様 の高 齢化世代 が 日本 の中で は急速 に増加 し、生産 年齢が激 減

してい る。す なわち厚 生省 の調査 に よる と、65才 以上 の人々は1985年 に1

247万 人 であったが、2000年 には2130万 人 にな った。 さ らに2025

年に は3150万 人 に増加 す る。2010年 の この頃 におい て も高齢者社 会 に対

応 した高年齢 者ケ アな どの厚生施 設が急速 に整備 され るよ うにな って きた。我 が

家 に も地域 の福祉 セ ンター と直結 した情報 シス テムが設置 されたが、当分無用 の

一84一



第3章 も し、ハ イパ ー ネ ッ トワー ク社 会 が 実 現 す れ ば…

長物であ る。

今 までに事 業 とか大学教 育 を通 じて我 が分身 を育 てて きた 甲斐 があ って、全 て

の事業 は分 身社長が行 ってい る。私 は もっぱ ら伊 豆の地 で、気 ま まに執筆活動 を

行 って きた。大学の方 も4年 前 に定年 のため、退職 とな った。 しか し最近 にな っ

て、伊豆 の研修 所の 隣地 に海外か らの希望 者 を含 めた2年 制の 「生 き生 き塾」 を

開放 した。 この塾で は早朝 時 に、 日常 の生活 の場 を離 れ、一ー一切の現代 における文

明の利 器 を使 わず氾濫す る情 報 を絶 ち切 り、ただ ひたす らに 自己 を内観 す る。 た

だ し内観 後 は、禅 道場 とは違 って、 リーダー として必須 な創造 力 とチ ャ レンジマ

イ ン ドを育 てるための情報 コラボ レー シ ョンが行 われ る。研修 に疲 れた ら ワイル

ド ・スポー ツで汗 を流 せ る し、露 天風 呂で青い海 を見 下 ろす こと もで きる。 これ

らの 「生 き生 き塾」の塾生の諸費用 は全額,今 までの事 業収益 を当 てている。

塾生 は 自然 の環境 の中で 自 ら食事 をつ くり自ら活動 ルール をつ くりなが ら内観

と研 修 を行 う。 内観 とは 自分 の現在 まで生 きて きたプロセス を年 を追 って振 り返

り自分 を育 てて くれ た人 々 をすべ て思 い出 し、今 現在 その人 々に対 し自分 が どの

ように対 応 してい るか を考 え、記述 してい く。 その上で しば しすべ ての思 い を止

め、静か な心境 に浸 る。 この ような時間 を繰 り返 して過 ごす うちに、突如 自分 が

これ か ら何 を目標 に して生 きるべ きか を知 る。 も し自ら起 業 家 とな りた けれ ば、

わが社の ネ ッ トワーク ビジネス に経営者 と して参画 もで きる。「生 き生 き塾」 で は

政治 、経 済、芸術 、教 育な どあ らゆ る分 野の真 の リー ダー を育 成す る こ とをね ら

い としてい る。従 って塾生の選考過程 で は、各 希望者 の チ ャレンジマ ン ドを診 断

シス テムで評価 す る ようになる。又事業 後の個 人別指 導 はハ イパ ー ・ヒューマイ

ン ・ネ ッ トワークを利用 し実施す る。 なお 「生 き生 き塾 」で の指導 キー ワー ドは

「宇 宙観」 であ り、全 ての民族 、言語、宗教、政党 などを超越 して宇宙 の中の 自分 、

宇 宙の 中の人類 を知 るこ とを義務づ けてい る。私 にとっての家族 は今 や、妻以外

には この塾生 た ちであ る。 この家族 たちはお互 い に自分 だけの利益 を求め るこ と

な く、必然 的 に 「小 欲知 道」(小 さい欲 で足 る ことを知 る)の 気持 ちで人 のた め、

社会 のため に貢献 す るこ とを願 うようになる。 この ような願 い をもつ我 が家族 の

メ ンバ ーは 、世界 の動 きや情 勢,日 本 の政 治問題 に強い 関心 を示 す よ うにな る。

あ る者 は国連 の 一員 と して世界平和 に貢献す る し、あ る者 は地球環 境問題 の解決

のため に科学 者 として砂 漠の緑地化 や絶 滅 しつつあ る動 植物 の保護 な どに力 を注
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ぐ。

私 自身趣 味の… つであ る能芸術 を通 じ、世界各 地 との文化交流 とチ ャリテ ィ活

動 を続 けている。2010年 にお ける世界 の文化 交流 とは創 造的文化融 合 を意味

す る。 それぞれの国の伝統文化 や近代文化 を意 図的 に融合 し合 うこ とで全 く新 し

い文化 を創造 す る。例 えば、 オペ ラ と能の融合 に よ り、オペ ラの演 技 を背 に謡 曲

の 強吟の 地謡 で、 聞 く人 の心 の琴 線 を揺 るがす よ うな合拍 子 の曲 を合 唱 した り、

オペ ラの華やか な舞 と深遠で静 かな仕舞 とが共演 した りす る。 この ような創 造的

文化 交流 には、果 て し無 き可 能性 を追究す る とい う無 限の喜 びがあ る。 もちろん

文化 交流演 出のシ ミュ レーシ ョンツール と してサ ウ ン ド装 置つ きのVRシ ステム

が利用 される。

私 の執筆活動 の一 つは経営 、情報創造 、認知科学 な どに関す る研 究論文 であ る。

研究体 制 につい て も最 近で は国 際的な共 同研 究の比率 が増 えて きた。例 えば欧米

の研 究者等 との協 同研 究の際 には、ハ イパ ーネ ッ トワークに よるグ リー ンスペ ー

スやハ イパ ーテキス ト ・コミュニケ ーシ ョンシス テム を利用 した りす る。

グ リー ンスペ ース とは、バ ーチ ャル グ リー ンが創 出す る全 く新 しい環境で あ り、

私の 目指 すグ リー ンスペ ースは教育 とビジネスへ の応用分野 であ る。バ ーチ ャル

グ リー ンは広 域体 コミュニケー シ ョンネ ッ トワー ク と仮想 イ ンター ・フェース及

び コンピュー タを統合 した もの を媒体 と して、電子的 に創造 され た感 覚的 メデ ィ

アに浸 りなが ら、相 手 との相互 コ ミュニ ケーシ ョン を行 うシス テムであ り、研究

者 同士がお互 いに共通の情報 を3次 元的 に見 た り、 聞いた り、触 れた りす るこ と

がで きる。経営 に関す る商 品開発戦略手法 の研 究事例 な どで は、対 象 とす る企業

や商 品アイテム を立体的 に視 覚化 し、 その構 造 とか使 用状況 な どと映 した映像 の

中 に、 自分 自身が入 り込 んで い って感 覚的 に体 験 しなが ら、 協同研 究 を進 め る。

即 ち相互 に共有 の3次 元 モデル を見 なが ら3次 元の音 を聞 き、そ して触 れ るこ と

がで きるため、 お互 いに同時 にその場 所 での存在 感 を知覚 し、高度 な創 造的 コミ

ュニケーシ ョンをす ることが で きる。 しか も私 の協 同研 究の相手 の研 究者 は、帰

納 的思考 をす るのに対 し、私 の方 は時 に演繹 的思考 をす るため、全 く異質 な知恵

の相乗効果 に より、思 わぬ論理展 開が行 われ る。

ハ イパ ーテキス ト ・コ ミュニ ケーシ ョンシステム もまた、グ リー ンスペース と

同様 な効果 をもた らす。 この システム はビデオ通信 をベ ース とした遠隔 リアル タ
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イム型の グルー プウエ アであ り、 コ ンピュータツール、 印刷 物 、手書 き、手 の動

作 な どの メデ ィアを同時 に駆使 しなが ら、デス ク トップ ワー クステー シ ョン上 の

仮想協 同作 業空 間に浸 りつつ コ ミュニケー シ ョンを展 開す る。協 同研 究の際 に使

用す る発想 ツール は 「共時発想法」であ る。 「共時発想法」 とはグ リー ンスペース、

ハ イパー テキス ト ・コ ミュニ ケーシ ョンのハイパ ーネ ッ トワーク を媒 介 として行

う発想 方法 であ り、現実 の事 実で ある実像 と協 同作業空 間 に存在 す る虚像 の両者

を、心理学者 ユ ングの共時性 の原理 を用 いて結 合す る。 共時性 の原 理 とは 「因果

律 に よって は解 明で きないが、意味のあ る現象が同時 に生 じる。」 とい う原 理であ

り、 実像 と虚像 とを全体的 な 「相 」 として結合 させ て見 せ るこ とに よ り、 …面化

しが ちな意識 を拡散的,演 繹的思考 に飛躍 させ るこ とがで きる。

簡単 に言 うな らば、実際 の事 実 と夢 の世界 を思 いの まま にグ リーンスペース の

環境 の中 に立体 映像 と して映 し出す と同 時にその映像 の 中 に自分 自身 も入 り込 ん

で体験 し、発想 した こ とを ラベル に記述 してい く手法 で あ り、 この ように し記述

された発想 ラベ ル をハ イパ ーテキス ト ・コ ミュニケー シ ョンをツール と して協同

研 究者 がア ウ トプ ッ トす る。 これ らの アウ トプ ッ トされ た複 数の発想 ラベル をこ

の シス テムのCRT画 面 上で構造 図化 してい く過程 で、発想 内容が より整 理 され

具体 的 な もの になってい く。我が社 におい てはこの発 想 ツール を駆使 して、世界

の人々に貢献 す る新 商品や新 戦略,新 理論 などの構 築 を次 か ら次へ と進 めている。

孫 も一番上 は成 人式 を迎 える し、一番 下 も間 もな く中学 に入 学す る年齢 とな っ

た。4人 の孫 ともそれぞれ に自分 の夢 をもちなが ら毎 日を頑張 ってお り、近い将

来 、次の時代 をにな う人 々の一員 になれ る よう願 ってい る。次 の時代 をにな う人

とは我 が 「生 き生 き塾」 の指導理念 で もあ る 「宇宙観 」 を もつ人であ る。201

0年 現在 、科学 が進歩 して宇宙旅行 が可 能 とな った今 日、依然 と してオゾ ン層 の

破壊,酸 性 雨現 象,有 害科学 物資及 び有 害廃棄 物の増 加,海 洋 汚染,熱 帯林 の減

少,砂 漠 化 な どの地球環境 問題が世界的 に悪化 の一一途 をた どってお り、生態 系の

破 壊,人 類 滅亡 の恐 れ さえあ る。 この よ うな現 状及 び将来 の問 題点 をバ ー チ ャ

ル ・リア リテ ィを用 い なが らシ ミュ レー シ ョンを行い 、全人類 の知恵 で解決 しな

け ればな らない。例 えば、発展 途上の段階 にあ る国々 が、化 石燃料 の大量消費 に

よる二 酸化炭 素の排 出 を続 けるな らば、温室効果 ガス濃度 は2025年 に1.5

倍 に達す る速度 で増加す る と仮定 し、シ ミュ レーシ ョン映像 で世界各 国の 平均温
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度 の上昇 とそ れに ともなう海面 高 さの上昇 に よ り陸地が どの ように失われ てい く

か、 また人類 や生 物 に与 える生 々 しい被 害状況 は どうなるかな どを リアル タイム

に見れ る ようにす る。地球 の平均 温度 が21世 紀 末 に3℃ ヒ拝す る こ とを仮定す

るな ら、海面高 さは約65cm上 昇 し、その被 害状 況 は想像 を絶す る もの となる。

宇宙 か ら学 ぶ こ とは実 に多 い。例 え ば宇宙 の誕生前 の現象 を物 理学的 に見 ると、

時 間や空 間が ゆ らい だ量子 状態であ り、極 限の最小 ブランク長 さである10'4cmの

超 ミクロの ワームホールが瞬 間的 に生 まれて は消 える、泡 の様 な宇 宙の誕生で あ

る。 この ワームホ ールは、無 数 に生 まれ 自由 自在 に移動 して、 自分 の宇宙 の別 の

時空やあ るいは別の宇宙 の時空 とつ なが る。 この様 な宇宙誕生過程 をVRの 映像

に浸 って見 てい る と、人間の発想 の思 考 も時 間軸や空 間の値 が不 安定 でゆ らいで

い る状態 の中か ら、瞬時 に泡の様 に生 まれては消 えてい くことに気 がつ く。 さ ら

に誕生 したばか りの思考 もまた、立体 映像 の解説 に よ り自分 自身 の 世界 のみ なな

らず 自分 以外 の 人か ら流入 され て くる思 考 と自由 自在 につ なが る こ とも分 か る。

さらに宇宙 は、10次 元 の平 らな大 きな時空の 中に誕生 したが、す ぐに10次 元

の 中の6つ の次元 は素粒子 よ り小 さい超 ミクロサ イズ に縮 んで しまい、空 間 と時

間 の4次 元 の世界 に閉 じこもって しまった。 この情況 も映像 で学ぶ。発想 を情況

の事実 と して認知 す る時 に も、 空間 と時 間軸 で表 される4次 元の世界 に収 まるこ

とが解説 され る。 又別の画面 を通 し、重カ レンズ現象 で も明 らかな ように、空 間

の曲が りは光 の曲が りと して調 べ るこ とがで きる ことを学ぶ。す なわ ち時空 は例

えて言 えば ゴムシー トの様 な もの で物体 が存在 す る時 に時空 は変化 し、 この変化

が逆 に物体 の運動 を決め る し、従 って物体 にはた ら く重力 は ゴム シー トの曲が り

に相当す るこ とを知 る。 さらにVR映 像 モ デル によ りタイムマ シンのない現在 の

時空が、 タイムマ シ ンので きた時 空 に移 る時 、時空 の トポ ロジー(図 形が持 って

い る本質 的な特徴)が 変化 し、 時差が ゆ らぐ状 況 が体験 で きる。 この ような体験

を通 して発想 した4次 元の時空 は、状況 の事 実が変化 す る と共 に変化 し、又4次

元 の時空の変化 と共 に状況 の事 実 が変化 す るこ とがモ デル図で示 される。 さらに

この変化 を引 き起 こす力が 生命 力 であ り、 この生命 力が 「生 き生 き塾」 で培わ れ

ることが解説 され、認識 される ようになる。

一般 には人間は加速運動 す る物 理現象 を見 てい るが、 との加速 運動 と重力 とは

関係 があ り、加速運動 す る世界 に人が乗 り移 れば重力 を作 りだす こ とも、消 す専
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もできる。

この様子 も又立体映像 で実感す る。 この実感 を通 し、発 想 を加速す る世界 に入

れば人間の生命力 を増加 させ充実感 を作 り出す こ とが 出来 るが、逆 に発想 を減 速

させ る世界 にい れば人間の生命力 を減少 させ充 実感 を失 うこ とを映像 の説 明で体

得す る。

これに より 「生 き生 き塾 」 は又情報創造 の場 に なってい るこ とが分か って くる。

た とえば特殊 相対 性理論 も又立体 映像 で身近に見 るよ うにす る。す なわち、慣 性

系 状態 にある無 重力状態 の ロケ ッ ト内で観測 され る。 あ らゆ る物理現象 が ロケ ッ

トの ス ピー ドとは無 関係 に な り、 ロケ ッ ト内の物体 は一様 に空 間内 に浮 き.ヒが る

様 子 を見 る。 この映像 を通 じ、発想活動 が加速運 動か ら発想 エ ネルギ ーを停止 し

て一定の速度 に固定化 され る と、外部及 び内部 の情 況が 変化 す る速度 を全 く感 じ

られ な くな り、次第 に革新 的 な発想 をす る気 力 が無 くな って しまう こ とを学 ぶ。

この気力 の無 くなる状況 も又、人 間の脳 の活動 のモデル映像 に よ り理解す るこ と

がで きる。以上 の ような宇 宙か ら学ぶ情報創造 に関す るVR映 像 モデルの活用 は

人類存続の ツール として用 い られる可能性 もあ る。

この ような 「宇宙観」 に よ り人類 の存続 にとって認 識 しなけ ればな らない問題

を課 題 と したバ ーチ ャル ・リア リテ ィ使 用 によるサ ウン ド付 き立体 映像 シ ミュ レ

ーシ ョンソフ トを、研 究 ・開発 し世界 に提供 してい く。 これ らのシ ミュ レーシ ョ

ンソ フ トは政治,経 済,文 化 な どの面で大 いに利用価 値 が高 まってい くもの と思

う。

「宇宙観」 に もとつ く民族 問題の解 決について も 「生 き生 き塾」 の研修 の場 で課

題 として取 り上 げ、ハ イパ ーネ ッ トワー ク情報 に よる コ ラボ レーシ ョンを実施 し

てきた結 果、その有効 性が実証 されつつある。

アーサーエム ・シュレンガー はTheDisunitingofAmerica"の 著書の 中で 「同一の

政治的 な独 立国家 の もとに生存 し、同一の地理的 な地 域 の中で居住 している異 な

った言語 を話 し、異 な った宗教 をもった異民族 に何 が起 きてい るのか?も し彼 ら

を共 に統合す る共有 の 目的が ないな らば、民族 戦争 が起 こって分裂 を引 き起 こす

であ ろう。今 や感情的 な結 果 と して生 じた イデ オロギー 闘争 が民族戦 争 まで進展

す ることは明 白であ る。」 と述 べている通 り、今 までの人類 の歴史 を見 て も明 らか

な ように人種 、文化 、言語 、貧富 の違 いか ら生 じる価 値 観 の違 いに よ り民族問 題
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が数多 く発生 して きている。我が 「生 き生 き塾」 において も欧米 、アジ ア、 ロシ

ア、 アフ リカ、 日本 の異民 族が共住世界 の中で 「宇宙観」 のキー ワー ドを共有 の

価値観 に しなが ら、ハ イパー ネ ッ トワー クを駆使 して情報 コラボ レーシ ョンを行

う。価値観共 有の前提 と して言語 の共 通化 が あ るが 、 この点 につ いては同時通訳

システムが完備 してお り何 ら問題 はない。マ イケル ・シュ レーグのマイ ン ドネ ッ

トワークの著書 に よると、「コラボ レーシ ョンとは"共 有 された創造"の プロセス

であ る。つ ま り相 補 う技能 を もつ二人 ない しそ れ以 上個々人 がそれ までは'誰一・人

と して もって もいず、 また1人 で は到達す る こ とので きなか ったであ ろう共有 さ

れた理解 をつ くり出す ため に、相互作用 を行 うこ とであ る。」 と定義 してい る。情

報 コラボ レーシ ョン とはハ イパ ーネ ッ トワー クシス テムな どの情報 システム を使

用 し、異質 な情報 をコン ピュー タ支援 に よ りコラボ レーシ ョンを してい く方法 で

ある。 「生 き生 き塾」 に参加 してい る異 なる民族 の人 たちでそれぞれ保有す る情 報

が異 質性 が高 ければ高い ほ ど、共有 され た理解 をつ くり出す ために よ り深 い相 互

作用が行 われ、飛 躍性 のある"共 有 された創 造"が 進 む。 また異 民族の異 質なチ

ームメンバ ー間の コンフ リク トをこの相互作 用 のプ ロセスの過程 で な くす こ とに

より、「宇宙観」 に対す る理解 が深 ま り、各 人の行動 姿勢 もより質の高い もの にな

って きてい る。 この結 果民族問題 の解 決 に関 す る具体 的な戦略が生 み出 され、 実

施 されることを期待 してい る。

以上1994年2月 末時点 を起点 と し、2001年 と2010年 のハ イパ ー ネ

ッ トワーク社会 に おける私 の生活 と勤務 シナ リオ を記述 して きた。 シナ リオの 内

容 につい ては私 の将来 の夢 と して考 えチ ャ レンジ して いる事 柄が折 り込 んで いる

が、ハ イパ ーネ ッ トワー クを駆使 して是 非実現 してい きたい と考 えてい る。 その

ためには情 報 シス テムの発展 の波 に乗 り遅 れぬ よう、努力 してい きたい。具体 的

には、まずEOS授 業の実施,各 種 ハ イパ ーネ ッ ト情 報の加工 に よる付 加価値 向

上,ハ イパー シ ミュ レー タの研 究の3つ につ きチ ャレンジす る。EOS授 業 の実

施 について は、情 報教育 関連 の実態 につ き、調査 中であ る。 ハ イパ ーネ ッ トワー

ク社会 にお いては、EOS授 業が今後主流 に なるか も しれない。従来 の授 業の場

合テ キス トの制作,配 付,交 換,解 説 な ど授 業 内容 に直接 関係 の ないこ とが授業

中に行 わ れて いた が、EOSの テキス ト ・プ レゼ ンテ ーシ ョンシス テム に よ り、

一90一



第3章 も し、ハ イパ ー ネ ッ トワー ク社 会 が実 現 す れ ば …

これ らの不 具合 点が改善 される と同時 に通信授業 も可能 にな る。す なわちEOS

のア ンテナ ネ ッ トワー クシステム に より、 どんな人で も、 どこで も、 どん な時 に

も利用 できる。

さらに、生 徒 との間の コメ ン トのや りとりや情報交換 が容易 に可 能であ るため

生徒個 人別の通信授 業が効果 的 に行 える。 しか レー方、EOS授 業で は生徒 との

間の ヒューマ ン ・コミュニケー シ ョンが取 りがたい欠点が あ り、 この点の解決 に

ついて検討 を してみ たい。

各種 のハ イパ ーネ ッ ト情報 の加工 につ いては、例 えば学術 ネッ トの活 川 に より、

海外 の最新論文 を リアルタイム にホーム ・ラボラ トリーの端 末機 に アウ トプ ッ ト

す ると共 に、保有 して いる文 献デ ータベ ース内容 とCRT画 面 を見 なが ら共感統

合 して情 報の加]二を してい く。 これに よりより価値 の高 い情 報 を創造 す る。 さら

にはマルチ メデ ィア化 した画 像、音声、動画 を当社系 列 の情 報1掲連研 究所 か らリ

アル タイム に入手 し、経営 コンサ ルタン トや研修用 ソフ トウエ ア をつ くれ る よう

に したい。

ハ イパーシ ミュ レー タは、 西田正吾 ,佐 伯絆 に よれ ば 「ワー クメデ ィアが もっ

ている情 報の多次元 的管理機 能 とシ ミュ レータが もつ現象 の さまざ まな生成機能,

さ らに対 象の多 面的表 現機能 を実現 した、多次元 的で ビジュ アルなシ ミュ レーシ

ョン環境であ る。」 と定義 してい る。 ・

仕事 の関係 で さま ざまの人 々 とハ イパ ーネッ トワー クを介 して接 す ることが多

くなるこ とが予想 され るため、得 られた多 くの情報 を多面 的 に融合 しなが ら新 た

な知識 を獲得 す る ように したい。又ハ イパ ーシ ミュレー タは ヒューマ ン ・コンピ

ュー タの協調 を 目指 した有効 な ツー ルに もな り得 る。す なわ ち人 間同士の コミュ

ニ ケーシ ョンと コンピュータ との相互交流 を より効 果的 にす るため には、 このハ

イパ ーシ ミュ レー タが使 える もの と考 える。 この ような理 由で 、ハ イパ ーシ ミュ

レー タの実用状態 を調査 ・研 究 してい きたい。

最後 に私 のテ ーマ は高齢 者 に優 しく、生 き甲斐 を与 えるハ イパ ー ネ ッ トワー ク

社 会の構築 であ る。高齢化 社会 が進む に したが って、在宅 医療 や全臓 器 を対 象 に

した移植医療,老 人 のホー ムケアー などの必要性 が高 まる。 これ らはすで に病気

で身動 きが 出来 な くな った時点 の処 置であ るが、病気 になる 前に、あ るい は病気

にな ってか らも、老人 が少 しで も生 き甲斐 をもって人生 を全 うで きるような対応
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が必要 な ことは言 うまで もない。 これ らの対 応の 一つ にハ イパーネ ッ トワー ク活

用 に より、老人 に も喜 んで もらえるような動 画や民謡 な どの明 るい メロデ ィー を

組 み込 んだ 「生 き甲斐 相談」CATVプ ログ ラムな どを、各 家庭宛 に報 道す る よ

うに したい。人生経験 、家族構 成、健 康条件 、経済力 などの違 いに よって、老 人

一人…入の問題 点 も異 なる。 人 間は誰 しも年 を取 る と孤独 にな り、社会 に対 して

閉鎖的 になる し、又家族 の方 も老人 をつ き放 す ようにな りかねない。 この ような

問題 につ いて もハ イパ ーネ ッ トワークが大い に役 立つ のではなかろ うか。例 え ば

市町村 に老人 ヘルパ ーセ ンターを設 け、医療機 関 と連携 の上 、老人の健康相 談 ば

か りで な く老 人パ ワー を活 用す る機会 を創llけ る。 この老 人パ ワー滑川 をサ ポー

トす るツール と してハ イパ ーネ ッ トワー クを利 用す るな どであ る。老人 が働 きや

す いホームオ フィスや、操作 しやすいOA機 器 を商品化 した り、家全体 が介護 シ

ステム となる もの を開発 する ことも必要 とな るであ ろう。
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1.「 情報の オブジ ェク ト化」と問題解決能 力

/認 知科学 的アプ ローチ より

認知科学では最近になって、人間の認知 を外界の状況や実際的な文脈での意図

を持 った活動、他者 との相互作用のなかでの協調的活動や学習過程 に注目してき

ている。

た とえば、認知科学者の ウイノグ ラー ド(Winograd,T)ら は,そ れ までの人『II二知

能研 究の知能 に対 す る見 方や そのデザ インは根本 的に誤 りがあ り、,状況性や社会

性 の中で言語 や人間の理解 を捉 えな けれ ばな らない と主張す る。具体 的 な状況 の

中で の認知 の 問題 や、個 人の 認知 にのみ焦点 をあてるのでは な く共 同作業の なか

で はた らく人 間の認知 に焦点 をあて ようとす るのであ る。

ここではそ の ような認知科学的観 点か ら、ハ イパ ーネ ッ トワークの情報 システ

ム化 をめ ぐる問題 について述べ る。

■ 参画型のハ イパーネ ッ トワークに向けた情報 システム化 とは

シス テム と人 間の 関係 をみ ると きには、次の2つ の見方が あ り、 どち らの ウ1場

か らシステム を作 るかがまず問 われ るだろう。

口 組織 にお け る人 間 はシス テム に沿 って動 くべ きとい うものが あ る。 そ れゆ

え合理 的に機 能するためには、人 に規則 を与えて従 わせ る立場 を とる もの。

ロ シス テム が人 を動 かす の では な く、 人が シス テム を道 具 と して利用 す る こ

と。それ ゆえ、 うま くい かない ときはシステムの方 を修正 して ゆ くとい うインタ

フェースを向上 に重点 をお くもの。

結論 か らいえば、後者の立場 がハ イパ ーネ ッ トワー クの原 理 となるべ きで ある。

そ れで は、具体的 には何 を改善 し、 どの ような コンセプ トが必要 となるのか。

システム は意 図 した とお りに機 能す るこ とはない。状況 に依存 して是非 が決 ま

るや っかい な存在 であ る。す なわち、 シス テム と人 との相互作用 が問題 とな るか

らで ある。その相 互作用 が うま くいかない状態 を、つ ま り 「ブ レイク ダウン」 を

どう解釈 す るかが重要 となる。
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■ ブ レイクダウンをどう修復す るか;マ ニュアル的活動か らの脱却

ブ レイクダ ウンは トラブルで あ るとい うよ りも、組織 の各 メンバー に どんな関

わ りがあ り行動 のパ ター ンが あ るのか、 とい うこ とを表面化 す る状況 だ と認識す

る必要が ある。その意味 で優 れた経営 マネー ジー ヤは、経 営 シス テムのブ レイク

ダウンに どう対処 すべ きか を知 っている。 しか し、あ ま りに熟練 したエキスパ ー

トで は、 自己 の処 理行動 や仕 ・事様 式 を状 況 と一体 化 させ て記 憶 してい くため に、

状況 が大 き く変化 した場 合 には混 乱す るこ とにな る。仕事 の 手順 や処 理行動 を定

形 的な枠 にはめる こ とは、効率 を高め るため には必要 なこ とではあ る。 だが同時

に行 為の可 能性 の幅 を狭 くし、盲 目的で排他 的 な傾 向 を生 じる危険が常 につ きま

とうことに注意す る必要があ る。

手順 を整 理 して定形化 して しま うと、そ れが本 来果たすべ き目的 を隠 して しま

うの であ る。 これは 「マニ ュアル化社会 」や 「高 度 シス テム化社会」 にあ りが ち

なこ とだ。すべ て をルール化 して も、予測 で きない事態 は常 にあ る。 だ とすれ ば、

前提 と してい た状況 を無視 す る ことに よって何 が失 われるか を考慮 したシステ ム

設計 が重 要 となる。

その点 でウ イノグラー ドは 「電子図書館」 を事例 に して、それ らを問題 に して

い る。次の ような要旨である。

文献検索 をす る ときに、明確 にタイ トルや キー ワー ドが わかってお り、 しか も

コン ピュー タにつ いての操作 が で きる とい う条件 で は電子 図書館 は人間 に とって

効用性 の高い ものだ。 ところが、何 か暖味 な内容の著作や 関連 しそ うな内容の文

献 を知 りたい とき、ち ょっと した探索 的 な 「拾 い読 み」 はで きな い。 この探索的

な行為 は、人 間に とって暖昧性 をうま く活用 す るための有効 な方法 なのだが、 そ

れ をシス テム側 で活 かせ な くな る。 ここにシス テム と人 との大 きなギ ャップが在

る。

こう したギ ャップはシステム側 と人 の側の両面 か ら、そ れ らの 「盲目性」 を分

析す る ことによって解決 で きる、 とウ イノグ ラー ドはいう。 この 盲目性 は、会社

組織 の活動 がマ ニ ュアル化 され、運 営が安定 してい る場合 には極 め て大規模 な も

のに発展 す る。 いい例 が役 所 や平 時の軍 隊であ る。 また原子 力発電 のチ ェルノブ
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イ リ事件 は、 シス テマチ ックな'一見合 理的であ るかの ような 設備施 設の問題性 を

提起 す るもの だ った。 こ う した状況 では、造 られ た制度 やシ ステムに従属 した形

で 人の行 為が ルーチ ン化(定 型化 した仕・事様 式)さ れてい くために生 じる もので

あ る。人の側 がパ ター ンと して規則 に従 ってい る と、本 来の主体的解釈 がな くな

り 「盲 目的」 にな って しま うので ある。具体状 況での活動 の意味 や影響 、課せ ら

れ た コミッ トメ ン ト(依 頼 や要求)に 対 し鈍感 にな って しまっているのである。

では この よ うな事 態 に対処 す るシステムの原 理 はど うだ ったのだろ うか。 たと

えば、「システム解析 」 とい う分野 では、定形的構造 をもつ過程 が重視 され、定形

的 で規模 の大 きい問題が扱 われ るこ とがあ って も、 コ ミュニケ ーシ ョンの問題 は

あ ま り顧 み られなか った。 しか し、具体 的に様 々 な意思 決定 の過程 を調 べてみ る

と、鍵 とな るの は影響 を受 け る集 団同士 の コミュニケ ーシ ョン と、 決断の際の行

動 に対す るコ ミッ トメン トであ るこ とがわかって きた のはつい最近 の ことなので

あ る。大規模 生産 をベース に した近代産業 の在 り方で は、この ような人間の分業

化 は避 け られな い こ とか も しれな い。 しか し、 参 画型の ネ ッ トワー ク社 会で は、

あ らゆる制度 ・システムが人 間 との協調活動 の上 で評価 され るようになるべ きだ

ろ う。

■ 「可能性を探る会話」 と情報システム化の課題

ウイノ グ ラー ドは有 能 な マネ ージ ャーのエ キスパ ー トシス テム を構 築 した り、

意志決 定 シス テム(DSS)を 導入す る際の重 要 な視点 を与 えてい る。第1に マ

ネージメ ン トの中心課題 は、 「効率 的(efficiency)」 かつ 「効果的(effectiveness)」

な ビジネス活 動 を実現 で きる状 況創 りに向け られ る必 要があ る とい う。効率性 と

は、時 間 ・空 間 におけ る処理 の量 的 な変化(ス ピー ド)で あ る。 これ は、組織 に

おける行動形式 や運営 の基本 的戦略 を変更する ものではない。

一方 、効 果性 とは、 む しろこ う した ものの質 的 な転換 を意 味 す る。 そ れゆ え、

システ ムが 「有効」 だ とい った ときには、 それ を使 う組織全 体の改 善が問題 とな

る。逆 にた だ 「効率 的」 なシ ステムは、…時的 には生 産性 を上げ た りす るか もし

れ ないが、中長期 的に は見過 ごせ ない欠 陥が現れ るこ とになる。 この ような シス
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テム側 の 「盲 目性」 は、特定 の効 率 だけ を考 えた ときに生 じるマイナス而 、ある

いはテ イクオ フとな る別 の側 面 を無視す るために生 じる。 そ して多 くの ブ レイ ク

ダウン(支 障)を 発生 させ る。

有 能 なマネー ジャー とい うの は、常 に従業員 との多 数の短い コ ミュニケー シ ョ

ンに費や し、 シス テムの盲 目性 を探 っているのであ る。その意味 でマネー ジメン

トの仕事 は、「コ ミッ トメン トのネ ッ トワー ク」(こ れはお もに約束 や依 頼 に よっ

て作 り出 され る)に よって活性化 し、成 り立 ってい る とい うことである。

SISの ような情 報 システムが、 ビジ ネス界 での情報化 を象徴 す る もの と して

注 目され たに もかか わ らず、成功事例 が きわめて少 ないの もコミッ トメ ン トの 不

ッ トワーク をシス テム設計段 階で軽視 して きた こ とにあ るだ ろう。現状 でそれ を

ビジネスの道具 と して使 い こなせないの は、状況へ の探 索活動がで きる ようなイ

ンタ フェース機 能がな いか らであ る。 つ ま り、 システ ム との双方 向の会 話 が成 り

立たない こ とが問題 なの だ。

ただ し、これは単 にイ ンター フェースが よければ済 む とい うことで はない。 シ

ス テム を利用 す る人 間の能力 を どう理 解す るかが問 われ るためだ。人が いか に し

て複雑 な状況 に対 処 しなが ら暖 味性 を含 む問 題 を解 決 してい くか、 とい う こ と。

す なわち、人間活動の本 質 を どう掴むか とい う課題 なの であ る。

システム は 「曖昧性」 をで きるだけ排 除 しようとす る し、逆に人はその曖 昧性

をうま く活用 しつつ問題 を解 決 してい こ うとす る。つ ま り、暖昧性 の処理 こそ人

の有 能 さを表す もの なのであ り、それ を有効 に シス テム側 で活用で きる仕 組み が

ないこ とが情報 システム化 の足枷 となってい るわけであ る。

た とえば、旧来 の意志 決定 のシステム理論 か らす ると、や るべ きこ とは制約 条

件 と選択肢 空間 を設定 し、 それぞ れに評価値 を割 り当 てて計算 する とい う方 法で

あ った。 しか し、 この ような理論 は、 あ らか じめ想 定 された状 況での慣習化 した

手法 を 「計算」 してい る もの である。現 実の状況 を後 か ら説 明で きて も、"状 況 の

探求"は で きない。

それ をウイノグ ラー ドは、以 下の よっにい っ。

「あ る機械 工場 の例 で、作業スケ ジュールが コンピュータシス テムで 自動化 された

こ とがあ る(そ れ まで は、監督 が作業員 の間 を歩 き回 りなが ら決め てい た)。 多 く

のブ レイクダ ウンが生 じた末 に ようや く、監督 は巡 回 しなが ら単 に仕事 を割 り当
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てているだけ ではない こ とを認識 した。新 しい関心へ のオー プン さ(こ れは作業

員 との会 話や 、自分 自身への観察 を通 じて得 られ る)が 、 ブ レイク ダウンを予期

す る上 で決定的役割 を果た したの であ り、 コンピュー タシス テムの設計で はそれ

が見過 ごされていたのであ る(p.259)。」

ウ イ ノ グ ラ ー ドの い う 「会 話 」 とは 、 「可 能性 を探 る会 話(conversationfor

possibilities)」と呼んでい るものである。

ブ レイク ダウンは必 ず しもマイナスの面 だけで はない。それ まで隠蔽 されてい

た問題が表面化 され るので、 そこか ら解決 への糸 「]を掴 め るか らであ る。 システ

ム側 での ルールや制度 とい う もの は、状況 が変 わ る とうま く当てはま らな くなる

ものであ り、 常 に解 釈 と変更 を必要 と している。 絶 えざる再構 成、 つ ま り 「バ ー

ジ ョン化 」 は 自己評価 と修 正 を繰 り返す こ とであ る。そ のため には会話 ネ ッ トワ

ークを築 いてお く必要 である。

■ 「可能性 を探 る会話」の ネッ トワーク化;グ ル ープウェアの利用

「可 能性 を探 る会 話」の ネ ッ トワー ク化が、 グルー プウェア とい うメデ ィアに

よって具体 的 に実現 で きる条件 が生 まれて きた。 グルー プウェア とは、小 人数の

グル ープ、チ ームで会 議や作業 をす る支 援 シス テムの ことで ある。 ウイノグ ラー

ド自身がその ようなシス テム を構築 している。

グループ ウェアの機 能 には次の ような ものが含 まれ る。

口 電子メール

ロ 電子掲示板

ロ プロジ ェク ト管理 シス テム

ロ 遠隔テ レビ会 議

ロ グルー プのスケジュール管 理

口 共 同文書執筆

口 電子会議

ロ テキス トフィル タリング
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〈 ハ イパ ー ネ ッ トワー キ ン グの た め の情 報 シス テ ム 〉

遠 隔 オ フィス ・教育支
マルチメデ ィアネ ッ トワーク

パ ーソナル通信

丑同作業支援

マルチ メデ ィアグル

ウェアハ イパ ーテキ

意思決定支援

知 的デー タベ ース

知 的メールシステ

知 的エ ージェ ン ト

組織 や企業で仕事 をす る場合 、ほ とん どは部課 、 グルー プに属 して作業 を して

いる。その ことか らすれ ば、 グルー プウェアは ワー クス タイルや メ ンバ ーの コ ミ

ュニケーシ ョン様 式 に大 きな影響 を与え る。

た とえば、問題解 決 にグルー プウェア を利用 す る場合 、具体的 な事象 か ら分析

してい くボ トムア ップ型 と、逆 に抽象的 な コンセ プ トか ら分析す る トップダウ ン

的な解 決方式 があ る。人 間が手作 業 でボ トム ア ップ処 理 をす る場合 、処 理す るオ

ブジェク トの数が大 き くなる につ れて複雑 に な り、 全体 を 度 に認知す るこ とに

無理 な負荷 がか か って くる。 そ のため 、 ボ トム ア ッ プ処理 を して いるつ も りが 、

いつの まにか 「思 い込 み」や 「既存 の考 え」 に支配 されて しま うこ とがあ る。

これでは新 しい発想 をす る妨 げにな って しま う。 そ こで、情報の オブジ ェク ト

を コンピュー タに入力 し、全体 の空間的構造 をデ ィス プレイ に表示 させ よう と設

計 されたのが 「ISOP」 の ようなKJ法 応用 の ソ フ トであ る。 この ようなソ フ

ト利用 の メ リッ トは、 コツ ピュ一 夕にボ トム ア ップ処 理の本質 的で ない部分 をま

かせ るこ とがで きれば、時間の節約 と些末的 な処理が不要 となることだろ う。
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メデ ィア

文字 ・数値

〈情報のオ ブジ ェク ト化 と情報創 造 〉

造創報情輔

■ 情 報のオブ ジェク ト化 とネ ッ トワーク;ド キュメデ ィアへ

グルー プウ ェアの新 しい概 念 に 「ドキュメデ ィア」 とい うのがあ る(ウ イ ノグ

ラー ド)。 これ はパー ソナル コン ピュー タをベース に したコラボ レー シ ョンのため

のメデ ィアの こ とであ る。 それ によ り、適切 な会 話 を誘 導で きる ような映像 や文

章 をマ ップ化 してパ ターン を示 す こ とが で きる。 そ して、 シュ ミレーシ ョン機 能

を持 った もの である。 た とえば、組織の部 門間で プロジ ェク トのチー ムが それぞ

れ の計 画 をマ ップイヒして持 ち寄 る。 ミーテ ィングで は各 メ ンバ ーが橋 や道路 、信

号、池 、川等 の比喩 的 な記号 を使 って仕事の流 れ を具体 的な イメー ジに表現 す る。

池や川 がある と きには、障害 としてマ ップになってい るため にそれ をどう克服 す

るか論議 しや す くなる とい うわけであ る。 この ようなス トー リーボー ドは シュ ミ

レーシ ョン場 が必要 となる。 い くつ かの可能 な選択肢 を仮想 の空 間で動か して確

かめ る、 とい った こ とはバ ーチ ャル ・リア リテ ィの場 とい える もの だ。つ ま り、

ドキュメデ ィアはバー チャル リア リテ ィを実装 して視 覚的 な思 考 を"民1三 化"す

るツール とい えるだろう。

ハ イパ ーネ ッ トワー ク化 が実現 で きる理想環境 とは、私 室 とオ フィスのデス ク
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に、 ホ ワイ トボ ー ドの代 わ りに フラッ トパ ネル ・デ ィス プ レイが・一一・台つつ備 え付

け られてい るこ とが条件 とな ろう。

これは次の特徴 を持 ってい る。

(1)シ ーム レス;あ る目的行 為 を中断せ ず に実行 で きるこ と

(2)ポ ータブル;ま とまった情報 を持 ち運 びで きること

(3)エ ージェン ト;情 報探索や ネッ ト化 で案内役 とな るイ ンタフェース機 能

この ような機 能 を実装 したハ イパ ーネ ッ トワークのための情報 システムが 求め

られて くるだろ う。

組ご コ

※各空 間の接面の特質

① シームレス性

② ポー タブル性

③エ ージェン ト性

参 画(Conviviality)

2.参 画型教 育 とコンピュー タ/学 生参画 に よる大学授業 プ ロジェク ト

■ ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会 と教育

さて、ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 での教育 の在 り方 とは どの ような ものか。 こ

こでは と くに大学教育 の分野 に焦点 をあて る。

ハ イパーネ ッ トワー ク社会 では、情報 が空間的、時 間的、組織 的 にフ リー とな

り、必 要な ところへ 移動 し変 形で きる。 しか し、 これはあ ま り中味の ない一般 的
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な定義 である。知的 な活動 の創造 行為 を支援す る社会 とい う意味が こ こにつ け加

え られ るな らば、次 の ように定義で きる。

「情 報 の オ ブ ジェ ク ト化 とい うプ ロセ スが、 個 人 レベ ル か ら組織 へ発 展 し、

さらに地域公 共体 と国際 ネ ッ トワー クにまで拡大 された双方 向の"コ ミュニケー

シ ョン場"で ある。」

ここで あえて"場"と 言 うのは、モ ノやメデ ィア とい った特定 の何 かで はな く、

全体 として うま く機能す る相互作用 の空間 とい うことを強調 したい ため であ る。

.…パ ・ソ ・コ ・ン 通 信 に …走 る…迂 弐 工 ・ニ ケr〔 ・シ ・ヨ・…ン・効 果,…

これ までの教育 は、義務教育 か ら大学へ のハ イアラー キーな構 造化 によってカ

リキ ュラム制度 が設 置 され ていた。 どの学年で何 を学ぶ か は、体 系 か ら導 かれて

いたわ けであ り、文 部省 の指 導要領 に即 して決め られてい る形 であ る。 ところが

ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 では知 識その ものの在 り方 が変 わって くるため、学校

の在 り方や カ リキュラム も抜本 的な改革が求め られ る。

コラボ レーシ ョンを中心 と して問題解決 や新 しい創造 的 な行 為 をベー ス と した

学習 のス タイルが中心 とな る。 コラボ レーシ ョンのツール も、 こ う した知 的生産

の営 み を支援す る全体 的な システム として機能す るこ とが要求 される だろ う。 そ

こで は固定 された法則 や知識 とい った こ とは意味 を持 た ない。 む しろ、 いかに し

て問題 それ 自体 を設定 して有 能な他 者 との 関わ りで情報 を収集 し、 それ を 目的別

にグルー ピング して新 しい付加価 値 を付 与 してい くか、 といった情報創 造 の行為

が重.要視 されるか らである。

た とえば、参画型授業 とい う実践 が武 蔵大学 を中心 に実施 され てい る。 これは、
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そ れまで教 師が行 って きた授業 の企画 や実施 を学生 自らが 主体的 に担 ってい こ う

とす るものであ る。 この中で学 生 は 「ISOP」 とい うソフ トを活用 して授業 ・

研究活動 の ネ ッ トワー ク化 と問題解決 に利用 してい る。ISOPは 「KJ法 」 と

い う問題解決 の手法 をソフ ト化 した もの であ り、 カー ドをグルー ピングす る機 能

が 自動化 された発 想支援 ツールであ る。通信機 能 を実装 す ることで、遠隔 地 にい

る者 同士 がア イデ アをま とめた り企画書 に した りで きる。武蔵 大学林研究 室で は、

こ う した コラボ レー シ ョン的 な ツール を軸 に、 意見 ・研 究 レポ ー トを交 換 して、

大学 の枠 を超 えた学 生同士 と大学 間の学 びの ネ ッ トワークづ くりを目指 してい る。

以下 、その概要 と具体的事例 を紹介 する ことにす る。

■ 参画 とは 参加の3段 階理論

参 画大学 とは、教 育 ・研 究活動 への主体 の参加 を 目指 した大 学改革 プ ロジェク

トであ る。現在 、全 国に点在 してい る15の 研 究会 ・勉 強会 をネ ッ トワー ク して

生涯学習 や地域開発 の産学 共同事 業 を推 進 している。平成5年8月 には、大分県

武蔵 町で 「第1回 参 画大学 」 を開講 し、企業 、研 究者、 自治体、住 民、学生等 が、

参画 型地域開発(武 蔵町 まちお こ し)の 実践 を行 った。 また'F成6年8月 に も第

3回 参画大学 を開講す る予定であ る。

わが国 で 「参 画」 というこ とば を、 タイ トル に含 み公刊 された書籍 は、1970年

か ら1992年 まで に少 な くとも20冊 以 上あ る。 しか しまだ 「参画」 の概 念 を明確

に定義 した文 献 はない。林 義樹 氏(武 蔵大学教授)は この参 画の考 え方 を大学 の

授業 に導入 し、学生 の授 業 に対す る参加意欲 を引 き出す実践 を重 ね る中で、参加

には3つ の段階 があ るこ とを明 らかに している。「参集 ・参 与 ・参画」 がそ れで あ

る。

この参加の3段 階理論 はその後 の実践か ら、大学以外 の学校 、学校以外 の生涯学

習 に拡大 し、ネ ッ トワー ク化 す るこ とで相互 に発展 してい く試 みがお こなわれ て

い る。 さらにこの理論 は、教 育 プログ ラムだけでな く、一般 的な プログ ラムや グ

ル ープ ・団体 、地域社 会、社会組織 、 コ ミュニ ティ等の社会集団の …般的 な"場"

への参加 の状態 の説明 に も適用で きることがわか って きている。
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ここで は理解 しやす い よ うに、便 宜上 、一般 的 な集会 プログラム とい う"場"

への参加 をイ メー ジ しなが ら、図9に 従 ってこの理論 を説 明 してい く。

図9参画の段階理論

目1階 コ ンセ プ ト キ ー ワ ー ド' 行勒 の しペ ル 奉加の局面 理解の 程度

第1段 階 参集

Attendance

いあわす 個人的 局所状況 断片的

第2段 階 参 与

Partbi図 目on

かかわる 集団的 小状況 部分的

第3段 階 参画

C㎝mament

にないあう 組織的 全体状況 包括的

図 の ように、 参加 の第1段 階 を 「参集(Attendance)」 と呼 ぶ。 この段 階で は、

参加者 はその"場"に 居合 わす だけであ り、参加 者 同士 、 または、その場 を提供

す る主催 者の側 と交流 す る行動 は行 わない。行動 はま った く 「個 人的」 レベ ルで、

「局所的 な状況」 に参加す るこ とになる。従 って、その場 での認識 も 「断片 的」 な

もの となる。

次 に、第2の 段 階 を 「参 与(Participation)」 と呼 ぶ。参加 者 は、参加者 同士 、 ま

たは、 その場 の主催 者 とイ ンタラクティブな行動 を とる。 この行動 は他 者 と 「か

か わる」 とい う 「集 団的」 な レベルで行 わ れ、 「部 分的」 に、その場 の 「小 状況」

にかか わる。従 って、状況へ の認識 も、点 と点 を結 んで線 や面 を認識 する 「部分

的」 な もの とな る。

第3段 階 を 「参画(Commitment)」 と呼ぶ。参加 の究極的 な到達段階 であ るこの

参画段 階では、参加者 は、「組織」 としての場 を担 うことになる。 そのためにその

場 を、 自 ら企 画 し、実践 し次 の人へ と伝承 してい く。 ここで は、参加者 は主催者

側 とい っ しょに なっ て、共 にその場 を 「にないあ う」 こ とにな る。 その ため に、

行動 は 「組織 的」 にな り、 認識 も立体的 にな り 「全体状 況」 を把握 した 「包括 的」

な もの とな る。 この よ うに、 その場 の 「全体状 況」 自体 を主体 的 に創 り出 し、維

持 し、伝承 してい くような参加行動 を"参 画"と 呼 ぶ。

この3段 階 理論 を引用 す る と、参加 型の学 び も3つ の類 型 に分類 で きる。 また、

それ に対応 した参加型の教育の3類 型 を考 えるこ とがで きる。
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参画の辞書的な意 味 は 「計画 に参加す ること(Participationinplanning)」 であ る。

この…般 的な意味 を踏 まえ、参 加の3段 階理論 に即 して実践 的 な概念 と して定義

し直 した ものが次の ものであ る。

「参 画す る とは、有 機体 的 な場づ くりをめ ざ して、 その場 の全 体状況 を共 有
'

化 しつつ、'その 計画 ・実施 ・評価 ・伝承 を担い、そ の場 と 一体化 して包括 的

に関わる こと。」

■ 参画支援 に向けたツール 参画型の コラボ レー シ ョンツール

武蔵 大学 には、パ ソコンが17台 導入 されてい る。ISOPは 参 画型授 業 に

おいては クラス全員 の意 見 をボ トムア ップ的 に まとめ てい くこ とがで きる。固定

観念 があ り、柔軟 な発想 を苦手 とす る学生 が多 い ときに、短時 間で全員 の意見 を

まとめ るこ とがで き、デ ィス カッシ ョンの場 で並行 して意見の収束 をはか った り

する。

た とえば、 レポー トのテーマ を設 定す る場合は次の ようになる。

ロ テーマにそって書 きたい ことを具体 的にカー ド化 す る

口 この とき、他 の人に もア イデ アをカー ドに して もらう

口ISOPに カー ドを入力 しま とめあげてい く

口 完成 した図解 を見直 し、付 け足す点があれば新 カー ドを作 る

口 この時、他 の人 に も図解 を見 て もらい、意見 を新 カー ドに入力す る

口 文章化の段階 に進み、 図解 の表札 やカー ドの内容 を文章 に落 としてい く

〆
他者か らの賛意

・反論 ・補足

＼
↓

収束段階

、
他者への賛意 ・

反論 ・補足

_ノ

結論
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II

参画の授 業 を支 えるシス テムにはソ フ ト以外 にい くつかの ツール と方法が必 要

である。 そ こで次 に、参画型教育 における 『参画型の学 びのシステム』 を示 す。

この ツール ・システム は、以下 の6つ のサ ブ ・シス テムか ら構成 されてい るが、

それらは情報創造のエンジンとなって具体的に参画者 を支援するしくみである。

口[ラ ベ ル ・シ ス テ ム ェ

ラベル を フル に活用 して、 自分 たち独 自の コミュニ ケー シ ョンと思 考の方式 を

開発 して使 い こなす しくみ。特 に、感想 ラベル による 「ラベル ケーシ ョン」及 び、

KJ法 、NM法 、 イメージ法 、変換結合法等 による 「ラベル思考」 が有効 であ る。

口[プ レ ゼ ン/カ ッ シ ョ ン ・シ ス テ ム1

参画者 自身 が研 究 した り、探 求 した り、創作 した りした ことを、 自ら三〕三権 者 に

な って発 表 し、討 論 し、 その成 果 を再度、研究 ・探 究 ・創作 に結晶 させ る知的共

同作業の しくみ。

口1デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム]

自分たちの活動の記録 を残 し、作品化 して多 くの人 々と共有化するしくみ。伝

承 活動 を達 成 す るた め に、 参画者 が 自 らの学 び活動 の ドキ ュメ ン トを作 品化 し、

これ らの作 品群 を 「学 ぶ者 に開かれた共有財 産」 と して デー タベース化 し、共同

利用 する。

口[ス タ ッ フ ・シ ス テ ム]

参画者が分担 して運営のスタッフとして、学びを自ら支 えるスタッフ(職 員)

にな り、 ひ と仕 事 を達成 しようとい う創造 的な係 活動 の しくみ、及 び、これ らの

諸 スタ ッフの ミーテ ィングの しくみ。

口[ワ ー カ ー ・シ ス テ ム]

すす んで先学(先 輩)に 学 び、すす んで後学(後 輩)を サ ポー トして、 自分た

ち独 自の学 びの伝統 をつ くる しくみ。先学が後学 に指導助 言 しなが ら、 自 らも学

ぶ しくみ で もあ る。 この活動 は、文化 的 な伝統づ くりに確 か に参画 してい る実感

を得 るのに有効 である。
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口rス ーパ ーバ イザ ー ・シス テム]

共に学 んで いける良 き師 を選び、頼 り過 ぎるこ とな く、進 んで指 導 を受 け、適

度の緊張感の 中で、気軽 にス ーパ ー ビジ ョンを受 け、常 に向」二をめ ざす しくみ。

この ような シス テムが参画の学 び を支 えてい ることに、 具体 的 な事例 が説得力

を持 つ根 拠があ る。 大学 の衰退 が人間 の知性 の弱体 化 とな らない ために も、新 し

いメディアの利用 による参画 ネッ トワー クが広が ることが必 要だ ろう。
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■ ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会に向 けたシステム創 りへ

人間の言語 的活動 に対 して、 メデ ィアが与え る影響 や変化 につ いては電話 の歴

史 が雄 弁 に物 語 ってい る。電話 は ビジネス ツール とい うよ りも現代人 に不 可欠 な

コ ミュニケ ー シ ョン ツール である。 当初 は この よ うな使 い方 をす る ことは 予期 し

ていなか った こ とだろ う。 これに関連 して、マ イケルシ ュ レー グは次 の ように述

べ ている。

「コラボ レー シ ョンの ツール は話 し言 葉の役 割 をアイ デアの伝 達か ら有 意義

なモデルの構築 へ と移行 させ る。 こ うして話 し言葉 は次 第 に視覚的 イ メー ジ と表

示 された テキス トを補 うため に使 われる ように なるだろ う。聞 き手 の関心 は話 さ

れ た言葉か ら共有 された場 に移行す ることになる。」

そ してまた、他 人の役割 について、マ イケルシ ュ レー グは

「そ れが双 方 向の価 値不 要 をす る場 と して会 議 や プ レゼ ンテ ーシ ョンの場 が

活 用 され る。」

と述べ てい る。 す なわち、すで に完壁 に準備 された で きの よい プ レゼ ンテ ーシ

ョン といった もので は逆 に充分 では ない という。 そ して、提 案 した場 の状 況の 中

で他の人 々の意見 や価 値等 を付加 してい くような双方向 の関係 づ くりが重視 され

る、 とい うわけであ る。

言い換 えれ ば、 あ らゆる情報 ・知識 の 「バー ジ ョン化」 とい った こ とが重 要 に

な って くるので ある。た とえば、シ ュミ レーシ ョンに よって仮想 の場面で実験 し

て試 し、 そこでの評価 が さ らに新 しい ものづ くりや企 画 に活用 されて い く、 とい

うサイ クルが可能 とな る。 これまでの会 議あ るいはグル ープでの作 業 は、 さらに

コ ラボ レーシ ョン を促 進 させ るよ うな場 となってい く。 これは現在 グループ ウェ

ア研究で 目標 に されてい る協 調活動 の在 り方で もあ る。

ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会で は情報媒介機 能 を果 たす主体 の役割 が重要 な ビジ

ネスの要 となる(今 井賢 一郎説)。 この情報 を媒介す る人 は、社会 の中 に分散 して

い るニーズ と社 会の 中に埋 もれてい た資源 とを結 びつ け る役 割 を持 っている。そ

の結びつ けるプロセス において、新 しい情報価値 が創 り出 されてい く。

すで に大手商用 ネ ッ トワー クには多 くの専 門家や趣 味等の グルー プが電子 通信

ネ ッ トを して いる。 これ らの新 しい コ ミュニケー シ ョンはデ ジタル通信 を活用 し
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て、新 しい知的創作 物 を生 み だ してい く。ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 で情 報のオ

ブジェ ク ト化 が進行す る と、個 々の オブジ ェク トを別 の情 報 に加:1:し た り組み合

わせ て より適切な ものに変え るようなバ ージ ョン化 が進行 す る。

情報の オブジェク ト化の構造

■ 参画型 のハ イパ ーネ ッ トワーキ ング社会へ

結局、 「参画」 とは人 間の主体性 をコラボ レーシ ョンの過程 で回復 させ ようとい

う方法論 なのであ る。 つ ま り、新 しい文化 を自 らの手 で創 ってい く主体 となるプ

ロセス、 これが 「参 画」 の中味であ った。

参画 とは参集 ・参与 ・参画 の発展 プ ロセス における最 も上位 の段階 であ り、 コ

ミッ トメン トの強 い レベ ル を意味 してい る。参画 は全 体活動 への計画づ くりに自

らが主体 的 に働 きか け、協 力 し、次 の代 に伝 承 してい くプロセス とい って よい。

そ れを支援 して多用 な個 人、組織 を連携 させ てい くシステムが グルー プウェアに

期待 され ている。

そ して、 よ り重要 な こ とは参画型 のハ イパ ーネ ッ トワーク会社 が、個人 と組織

の対 立 を調和 に変 え る場 を提供 し、入間 の能動 的な コ ミッ トメン トを引 き出 して

くれる場 だ とい うこ とである。
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そ れは自然 に情報化が高度 に進 めば生 まれ る社 会 とい うのではない。

「参画」 の在 り方 を追及す る ような人 間側の努力 と、さ らに団体、組織 、大学 、企

業 、地域 レベ ルでの しくみ創 るが必要であ る。

以上、 そ う した試みの 一一助 となることを願 って報告の結び と したい。
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